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。

　
新
明
産
業

静
岡
県
掛
川

市
、
河
口
充
社
長
、
０
５
３
７

・
２
１
・
５
６
１
１

の
河
口

哲
也
取
締
役
は
、
学
生
時
代
は

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
と
し

て
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
た

ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
。
持
ち
前
の
行

動
力
と
誠
実
な
人
柄
で
、
社
内

外
か
ら
信
頼
さ
れ
る
存
在
だ
。

父
親
が
経
営
す
る
同
社
に
は
２

０
０
５
年
に
入
社
。
現
場
作
業

か
ら
経
験
し
、
最
近
は
経
営
も

一
部
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
同
社
の
近
況
や
戦
略
、
事

業
継
承
へ
の
意
気
込
み
な
ど
を

聞
い
た
。

浜
松
・
松
本
直
樹

◇

　
―
バ
ス
ケ
ッ
ト
は
ど
れ
く
ら

い
続
け
て
い
た
の
で
す
か
。

　
「
小
学
校
４
年
生
か
ら
大
学

卒
業
ま
で
約

年
間
。
静
岡
県

立
浜
松
西
高
校
３
年
の
時
に
は

全
国
高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

選
抜
優
勝
大
会
で
ベ
ス
ト
８
ま

で
い
っ
た
の
が
思
い
出
深
い
。

私
の
身
長
は
１
９
０

で
、

ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
ゴ
ー
ル
下
の
セ

ン
タ
ー
。
当
時
は
北
米
の
プ
ロ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

Ｎ
Ｂ
Ａ

が
全
盛
期
だ
っ

た
。
Ｎ
Ｂ
Ａ
の
選
手
み
た
い
な

プ
レ
ー
を
し
た
い
と
思
っ
て
、

毎
日
練
習
に
励
ん
で
い
た
」

　
―
新
明
産
業
は
自
動
車
の
荷

室
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
や
カ
バ
ー
な

ど
内
外
装
部
品
を
手
が
け
て
い

ま
す
。

　
「
自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
直
接

の
取
引
は
な
い
が
、
大
手
部
品

メ
ー
カ
ー
を
通
し
て
部
品
を
納

め
て
い
る
。
企
業
規
模
が
小
さ

い
こ
と
を
逆
手
に
と
り
、
多
品

種
少
量
生
産
に
対
応
し
て
い

る
。
国
内
は
自
動
車
生
産
が
減

少
し
て
厳
し
い
状
況
だ
が
、
少

し
で
も
付
加
価
値
の
高
い
仕
事

を
受
注
す
る
た
め
の
投
資
は
し

て
い
き
た
い
」

　
―
ど
ん
な
投
資
を
し
ま
す

か
。

　
「
具
体
的
に
は
ま
だ
決
め
て

い
な
い
。
当
社
の
技
術
は
接
着

や
縫
製
な
ど
自
動
車
向
け
各
種

部
品
を
接
合
す
る
仕
事
を
す
る

中
で
、
培
わ
れ
て
き
た
。
こ
れ

ら
の
技
術
を
高
度
化
し
た
り
、

技
術
を
生
か
し
て
新
し
い
分
野

に
参
入
し
た
り
す
る
た
め
の
投

資
に
な
る
だ
ろ
う
」

　
―
２
年
前
に
静
岡
県
浜
松
市

か
ら
掛
川
市
へ
工
場
を
移
転
し

ま
し
た
。

　
「
取
引
先
の
物
流
ル
ー
ト
を

考
え
て
移
し
た
。
掛
川
工
場
の

立
ち
上
げ
は
私
が
担
当
し
、
そ

れ
以
降
、
掛
川
工
場
の
責
任
者

を
任
さ
れ
た
。
工
場
内
に
は
ま

だ
空
き
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
」

　
―
会
社
を
継
ぐ
準
備
は
で
き

て
い
ま
す
か
。

　
「
い
つ

社
長
に

な
っ
て

も
良
い
よ
う
に
、
心
構
え
だ
け

は
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
自

分
と
似
た
立
場
の
経
営
者
が
多

い
掛
川
産
業
人
ク
ラ
ブ
は
非
常

に
勉
強
に
な
る
。
ま
た
同
ク
ラ

ブ
の
勉
強
会
な
ど
を
通
し
、
成

長
す
る
会
社
は
挑
戦
し
続
け
る

と
確
信
し
た
。
当
社
も
失
敗
を

恐
れ
ず
挑
戦
し
続
け
る
会
社
に

な
り
た
い
」

変化察知経営感覚学ぶアドバンエンジ・松井達也会長　�

年
に
完
成
し
た
本
社
工
場

　
「
経
営
」
と
は
変
化
す
る
環
境
に
対

応
す
る
こ
と
。
ア
ド
バ
ン
エ
ン
ジ
の
松

井
達
也
会
長
は
社
是
の
「
誠

意
」
「
創
意
」
「
努
力
」
を

会
社
経
営
の
指
針
と
し
、
目

ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
状
況

を
正
面
か
ら
受
け
止
め
、
対

応
で
き
る
経
営
感
覚
を
学
び

続
け
て
き
た
。

　
１
９
６
６
年

昭

、

新
潟
市
で
東
洋
炉
材

現
ア

ド
バ
ン
エ
ン
ジ

を
設
立
。

現
在
ま
で

年
間
、
創
業
経

営
者
と
し
て
多
く
の
荒
波
を

乗
り
越
え
て
き
た
。
創
業
す

る
４
年
前
、
給
排
水
衛
生
工

事
の
会
社
が
新
規
事
業
の
耐

火
物
販
売
を
始
め
る
こ
と
に

な
り
、
担
当
者
と
し
て
入
社

し
た
。
同
社
は

年
に
主
力

事
業
で
失
敗
し
て
倒
産
。

　
担
当
し
て
い
た
仕
入
れ
先
か
ら
債
務

処
理
の
強
い
要
請
が
あ
っ
て
、
販
売
代

理
権
を
条
件
に
会
社
を
設
立
し
て
債
務

処
理
に
あ
た
っ
た
。
新
会
社
は
レ
ン
ガ

な
ど
耐
火
物
だ
け
の
販
売
で
は
顧
客
ニ

ー
ズ
に
応
え
ら
れ
ず
築
炉
工
事
業
に
進

出
し
た
。
当
時
、
工
業
炉
の
施
工
会
社

は
新
潟
県
内
に
な
く
顧
客
は
関
東
や
関

西
地
区
に
頼
っ
て
い
た
た
め
、
工
業
炉

の
施
工
工
事
ま
で
事
業
を
広
げ
る
こ
と

に
し
た
。
築
炉
の
プ
ロ
を
集
め
、
若
い

社
員
を
徹
底
的
に
教
育
し
て
多
く
の
築

炉
技
能
士
を
育
て
、
大
型
工
事
を
一
社

で
賄
う
ま
で
に
な
っ
た
。

　

年
代
は
新
潟
県
を
中
心

に
富
山
・
山
形
な
ど
は
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
製
錬
が
盛
ん
。
徹

底
し
て
こ
の
業
界
で
研
さ
ん

し
、
曲
が
り
な
り
に
も
地
場

の
業
者
と
し
て
認
知
さ
れ
る

に
至
っ
た
。
振
り
返
る
と
、

築
炉
部
門
の
技
能
検
定
委
員

県
内
第
１
号
。
業
界
の
草
分

け
に
な
っ
て
い
た
。

　

年
頃
、
当
時
の
ア
ル
ミ

製
錬
４
社
が
一
斉
に
国
内
で

の
製
錬
か
ら
撤
退
し
共
同
で

拠
点
を
海
外
に
移
し
た
。
一

夜
に
し
て
大
部
分
の
受
注
先

を
失
っ
た
。
県
内
に
は
電
炉

・
石
油
化
学
・
製
紙
・
セ
メ

ン
ト
な
ど
の
産
業
も
あ
っ
た

が
、
同
社
は
後
発
の
た
め
通
年
の
安
定

し
た
仕
事
に
は
な
ら
な
い
。
対
策
と
し

て
全
国
か
ら
仕
事
を
受
注
し
た
。
社
員

は
何
カ
月
も
仕
事
の
た
め
、
自
宅

へ
戻
れ
な
い
状
況
だ
っ
た
。

　
プ
ラ
ン
ト
一
式
で
受
注
で
き
れ

ば
そ
の
間
だ
け
社
員
が
地
場
に
定

着
で
き
る
。
小
さ
く
て
も
い
い
、

プ
ラ
ン
ト
全
体
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
を
し
た
い
と
考
え
た
。
そ
の

頃
、
環
境
問
題
が
深
刻
に
な
り
始

め
新
分
野
の
環
境
関
連
事
業
、
ゴ

ミ
焼
却
・
不
燃
物
分
別
設
備
等
の

設
計
施
工
に
進
出
し
た
。
同
時

に
、
自
動
車
産
業
関
連
の
一
連
の

熱
処
理
設
備
の
設
計
施
工
に
も
参

入
し
た
。

　
し
か
し
こ
の
業
界
は
当
時
、
日

進
月
歩
の
技
術
開
発
の
真
っ
た
だ

中
、
後
発
の
同
社
と
し
て
は
困
難

な
状
況
の
連
続
だ
っ
た
。

　

新
潟
市
北
区
島
見
町
３
３
９

９
の

大
電
流
・
高
電
圧
に
対
応
東
京
清
田
製
作
所

特許取得済みの積層型プローブ

　清田製作所（東京都北区、清田茂男
社長、 ）は、半導体など
の検査に使われる微細なプローブを開
発、製造している。 年の創業後し
ばらくはレコード針を製造していた
が、レコードの衰退を見越し 年代か
ら電子部品分野に参入。清田社長の独
創的なアイデアと熱心な研究により、
年に国産初のシリコンウエハー用４
探針プローブの開発に成功した。清田
社長のもとには、家電メーカーや自動
車メーカーの多くの研究者が訪れる
「清田詣で」が今でも続いている。
　同社はほかにも、これまでにないプ
ローブを世に送り出し、大手メーカー
の８割が同社のプローブを使用してい
るという。
　近年はパワー半導体の市場拡大を見
越し、大電流・高電圧に対応可能なプ
ローブの開発に力を入れている。金属
板を重ねた積層型プローブは特許を取
得済みで、電気自動車（ＥＶ）などの

研究開発現場で使われている。最近で
は以前開発したスプリングプローブの
メッキを改良し、 万回の検査に耐
えられ、より大電流・高電圧に対応で
きるものを開発。
　これらのプローブはパワー半導体メ
ーカーが現在開発中のものよりはるか
に大電流に対応する。「市場の一歩先
を行く製品を生み出すことで、町工場
が大手企業を導ける立場になれる」
と、今後も開発に全力を注ぐ。

新
事
務
所
棟
が
完
成
北
九
州
ド
ー
ワ
テ
ク
ノ
ス

　ドーワテクノス（北九州市八幡西
区、小野裕和社長、 ）
が、本社敷地内に建設を進めていた
新事務所棟（新館）が完成した。投
資額は１億円。１階は取扱商品を一
堂に展示したショールーム 写真 。
２階にはグループ企業で水中ポンプ
などを手がけるアイム電機工業（福
岡県水巻町）の営業・工事部門が移
転、３階には会議室を設けた。
　また屋上には出力 の太陽光
発電装置２基を設置。１階のショー
ルームで実際の発電量や使用状況を
確認できるほか、来場者に太陽光発
電システムのＰＲを行う。発電した
電気の ― ％は新館の電気とし
て、今夏の節電対策の一助に利用し
ている。
　ショールームは「これまでの単な
る商品の羅列ではなく、ソリューシ
ョン提案による次のビジネスのヒン
トにしてもらう」（小野社長）構成

となっている。太陽光発電、発光ダ
イオード（ＬＥＤ）照明といった省
エネ設備のほか、製造現場の課題解
決にかかわる多くの提案やアイデア
が盛り込まれている。３階の会議室
を使えばミニ展示会も可能だとい
う。
　産業商社の同社にとって「お客さ
まにいろいろなものを知ってもら
う、また付加価値を付けるにはどう
すればよいか」（同）は永遠のテー
マ。ショールームを利用した「提案
型営業」で業容拡大に挑む。

８－９月の予定
８　月

　◇８日（水）埼玉産業人クラブ「分
科会」講師：日本経営士会埼玉支部・
上野延城氏（さいたま市浦和区、日刊
工業新聞社さいたま総局会議室）
　◇９日（木）埼玉産業人クラブ「清
水勇人さいたま市長を囲む懇親会」
（さいたま市浦和区、彩懐石　うらわ
高砂）
　◇ 日（木）新潟産業人クラブ「講
演と納涼会」講師：新潟総踊り祭実行
委員会副会長、総合プロデューサー・
能登剛史氏（新潟市中央区、新潟グラ
ンドホテル）
　◇ 日（水）埼玉産業人クラブ「も
のづくり企業経営革新　ｉｎ　川口」
（埼玉県川口市、川口商工会議所）
　◇ 日（水）東京産業人クラブ・講
演会「混迷の時代を生き延びる経営戦
略」講師：ドリームインキュベータ会
長　堀紘一氏（東京都千代田区、ホテ
ルグランドパレス）
　◇ 日（木）宮城産業人クラブ「村
井嘉浩知事を囲む産官交流懇談会」
（仙台市青葉区、メトロポリタン仙
台）
　◇ 日（月）―９月３日（月）中国
四国産業人クラブ「バルト三国産業視
察団」（エストニア、ラトビア、リト
アニア）
　◇ 日（火）茨城産業人クラブ「暑
気払い」（水戸市、中川桜）
　◇ 日（木）大阪産業人クラブ　セ
ミナー「切削加工におけるコストダウ
ンと利益改善」（大阪市中央区、日刊
工業新聞社大阪支社 階）
　◇ 日（金）日本産業人クラブ「日
本産業人クラブ定時総会」（東京都千
代田区、ホテルグランドパレス）
　

９　月
　

　◇４日（火）名古屋産業人クラブ
「在名古屋各県事務所、学習会＆懇親
会」（名古屋市東区、日刊工業新聞社
名古屋支社）
　◇ 日（火）― 日（木）日本産業
人クラブ連合会「韓国南部地域産業視
察ツアー」（訪問先：釜山、浦項、慶
州）
　◇ 日（木）新潟産業人クラブ「第
回定時総会・記念講演」講師：北畑
隆生氏（元経済産業省事務次官・日刊
工業新聞社「 年経営の会」会長）
（新潟市中央区 新潟グランドホテル

定
時
総
会
各
地
で
開
催

（ ） 　　 ２０１２年 平成２４年 ８月３日 金曜日 　　

起
業
は
楽
し
い

テ
ー
マ
に
講
演
会

千
葉
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
千
葉
産
業
人
ク
ラ
ブ

白

鳥
豊
会
長

白
鳥
製
薬
社

長

は
６
月

日
、
千
葉
市

中
央
区
の
三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ

テ
ル
千
葉
で
「
第

回
定
時

総
会
」
を
開
い
た
。
白
鳥
会

長
は
冒
頭
で
「
ア
ジ
ア
諸
国

の
台
頭
や
円
高
な
ど
、
日
本

経
済
を
取
り
巻
く
環
境
は
激

し
く
な
る
一
方
。
立
ち
向
か

う
に
は
、
企
業
が
ま
と
ま
る

産
業
人
ク
ラ
ブ
の
力
が
欠
か

せ
な
い
。
ク
ラ
ブ
の
活
動
を

ま
す
ま
す
活
発
に
し
て
い

く
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。
２

０
１
１
年
度
の
事
業
・
収
支

決
算
報
告
、

年
度
の
事
業

計
画
、
予
算
案
、
役
員
改
選

を
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案

通
り
承
認
し
た
。

　
総
会
後
は
、
群
馬
県
に
本

拠
を
置
く
飲
料
メ
ー
カ
ー
、

ハ
ル
ナ
グ
ル
ー
プ
代
表
の
青

木
清
志
氏
が
「
起
業
は
楽
し

い

歳
で
も
お
そ
く
な

い
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

写

真

。
ク
ラ
ブ
の
会
員
ら
約

人
を
前
に
、
青
木
氏
は

「
創
業
と
事
業
継
続
は
、
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

利
害
関

係
者

の
支
援
な
し
に
成
し

遂
げ
ら
れ
な
い
。
起
業
は
金

も
う
け
よ
り
も
、
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
を
通
し
て
社
会
貢

献
す
る
こ
と
を
第
一
義
に
取

り
組
む
べ
き
だ
」
と
、
体
験

談
を
交
え
な
が
ら
話
し
た
。

人
材
育
て
地
域
発
展

千
田
社
長
が
記
念
講
演

宮
城
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
宮
城
産
業
人
ク
ラ
ブ

工

藤
治
夫
会
長

工
藤
電
機
会

長

は
７
月
９
日
、
仙
台
市

青
葉
区
の
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
仙
台
で
「
平
成

年

度
定
時
総
会
」
を
開
い
た
。

２
０
１
１
年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
と
、

年
度
事
業

計
画
・
収
支
予
算
案
を
審
議

し
、
原
案
通
り
承
認
し
た
。

　
記
念
講
演
会
で
は
千
田
伏

二
夫
千
田
精
密
工
業
社
長
が

「
復
興
元
年

地
域
企
業
が

進
む
べ
き
方
向
性
」
を
テ
ー

マ
に
講
演

写
真

。
千
田

社
長
は
「
核
と
な
る
人
材
を

一
人
で
も
多
く
育
て
根
付
か

せ
る
こ
と
が
地
域
の
発
展
に

つ
な
が
る
」
と
仕
事
の
目
的

と
流
れ
を
い
か
に
作
る
か
を

教
え
、
責
任
を
持
た
せ
る
こ

と
が
大
切
と
話
し
た
。

　
懇
親
会
に
は
、
原
田
晃
産

業
技
術
総
合
研
究
所
東
北
セ

ン
タ
ー
所
長
ら
産
学
官
関
係

者
が
多
数
訪
れ
、
宮
城
産
業

人
ク
ラ
ブ
副
会
長
の
小
林
邦

英
通
研
電
気
工
業
社
長
の
中

締
め
ま
で
交
流
を
深
め
た
。

活
力
に
満
ち
た

い
わ
き
市
築
く

菅
い
わ
き
産
業
人

ク
ラ
ブ
会
長

　
い
わ
き
産
業
人
ク
ラ
ブ

菅
栄
蔵
会
長

元
常
磐
開

発
社
長

は
７
月
４
日
、
福

島
県
い
わ
き
市
の
パ
レ
ス
い

わ
や
で
「
平
成

年
度
定
時

総
会
」
を
開
い
た
。
２
０
１

１
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決

算
報
告
と
、

年
度
事
業
計

画
案
・
収
支
予
算
案
、
新
役

員
就
任
の
３
議
案
を
審
議
し

原
案
通
り
承
認
し
た
。

　
あ
い
さ
つ
し
た
菅
会
長

写
真

は
「
い
わ
き
市
は

原
発
事
故
の
風
評
被
害
な

ど
、
い
ま
だ
に
厳
し
い
状
況

に
あ
る
が
、

日
本
の
復
興

を
い
わ
き
か
ら

の
信
念
の

下
、
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し

合
い
、
協
力
し
合
い
、
活
力

に
満
ち
た
い
わ
き
市
を
築
い

て
行
き
ま
し
ょ
う
」
と
会
員

に
訴
え
た
。

　
記
念
講
演
で
は
野
長
瀬
裕

二
山
形
大
学
院
理
工
学
研
究

科
教
授
が
「
も
の
づ
く
り
再

生
へ
の
挑
戦
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
。
「
元
気
な
中
小
企
業

は
選
択
と
集
中
が
う
ま
く
い

っ
て
い
る
。

競
争
力
の
あ

る
得
意
分
野

を
方
向
性
を

決
め
育
て
る

こ
と
が
大

切
」
と
語
っ

た
。
そ
の
後

の
交
流
会
で

は
野
長
瀬
教

授
や
来
賓
を

囲
み
和
や
か

に
笑
談
す
る

姿
が
見
ら
れ

交
流
を
深
め

た
。

新
会
長
に
高
橋
大
高

商
事
社
長
を
選
出

栃
木
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
栃
木
産
業
人
ク
ラ
ブ

高

橋
和
夫
会
長

大
高
商
事
社

長

は
７
月
３
日
、
宇
都
宮

市
の
ホ
テ
ル
東
日
本
宇
都
宮

で
第

回
定
時
総
会
を
開
い

た
。
約

人
が
出
席
し
た
。

２
０
１
１
年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
報
告
、

年
度
事

業
計
画
案
・

収
支
予
算
案

を
審
議
、
承

認
し
た
。
村

田
一
郎
会
長

村
田
発
條

社
長

が

年
９
月
に
亡

く
な
っ
た
の

に
伴
い
、
高

橋
和
夫
大
高

商
事
社
長

写
真

を

新
会
長
に
選

出
し
た
。
高

橋
会
長
は
「

栃
木
か
ら
モ

ノ
づ
く
り
を

の
意
気
込
み

で
、
会
長
職
を
誠
心
誠
意
務

め
た
い
と
抱
負
を
述
べ
た
。

　
続
い
て
の
記
念
講
演
会
で

は
山
岡
修
二
Ｊ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
常
務

が
「
Ｊ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
の
優
位
性
の

あ
る
モ
ノ
造
り
」
と
題
し
て

講
演
。
「
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争

に
勝
つ
た
め
に
は
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
が
必
要
。
絶
え
ず
進

化
し
な
い
と
変
化
に
飲
ま
れ

て
し
ま
う
」
と
い
っ
た
話

に
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
た
。

　
懇
親
会
で
は
冒
頭
に
、
栃

木
産
業
人
ク
ラ
ブ
の
名
誉
会

長
を
務
め
る
福
田
富
一
栃
木

県
知
事
が
あ
い
さ
つ
。
会
員

ら
は
活
発
に
意
見
交
換
し
、

親
交
を
深
め
た
。

織
田
ボ
ッ
シ
ュ
会
長
が

車
部
品
の
今
後
で
講
演

群
馬
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
群
馬
産
業
人
ク
ラ
ブ

有

田
喜
一
会
長

群
栄
化
学
工

業
社
長

は
７
月

日
、
前

橋
市
の
前
橋
商
工
会
議
所
会

館
で
２
０
１
２
年
度
定
時
総

会
を
開
い
た
。
先
端
技
術
を

学
ぶ
研
究
会
の
開
催
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ

年
度
の
事
業

計
画
を
決
め
た
。

　
総
会
後
は
自
動
車
部
品
大

手
の
織
田
秀
明
ボ
ッ
シ
ュ
会

長
を
迎
え
、
「
自
動
車
部
品

業
界
の
今
後
と
世
界
ト
レ
ン

ド
」
と
題
し
た
講
演
会
を
開

い
た

写
真

。
織
田
会
長

は
「
環
境
や
安
全
、
快
適
性

に
連
動
し
な
い
事
業
に
将
来

は
な
い
が
、
逆
に
そ
こ
に
商

機
が
あ
る
」
と
強
調

写

真

。
新
興
国
を
中
心
に
広

が
る
低
価
格

車
の
増
加
や

部
品
の
共
有

化
な
ど
業
界

の
ト
レ
ン
ド

を
解
説
し

た
。
市
場
の

要
求
や
国
ご

と
に
異
な
る

規
制
な
ど

「
不
確
実
性

へ
の
対
応
が

大
切
」
と

し
、
「
今
こ

そ
顧
客
や
製

品
、
地
域
を
明
確
に
し
た

年
先
の
会
社
の
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
描
き
、
同
業
他
社
と
の

協
働
開
発
が
鍵
を
握
る
」
と

提
案
し
た
。
全
世
界
に
拠
点

を
構
え
る
独
ロ
バ
ー
ト
・
ボ

ッ
シ
ュ
グ
ル
ー
プ
の
経
営
手

腕
や
事
業
戦
略
に
ヒ
ン
ト
を

求
め
よ
う
と
、
約

人
の
会

員
や
ゲ
ス
ト
の
経
営
幹
部
ら

が
熱
心
に
メ
モ
を
取
っ
て
い

た
。

　
そ
の
後
の
交
流
会
で
は
新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
糸
口
を
つ

か
も
う
と
異
業
種
の
意
見
交

換
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。

も
の
づ
く
り
再
生
で

記
念
講
演
会
を
開
催

福
島
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
【
福
島
】
福
島
産
業
人
ク

ラ
ブ

立
石
吉
識
会
長

福

島
製
作
所
社
長

は
６
月

日
、
福
島
市
の
ホ
テ
ル
福
島

グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
で
「
平
成

年
度
定
時
総
会
」
を
開
い

た
。
２
０
１
１
年
度
事
業
報

告
・
収
支
決
算
報
告
と

年

度
事
業
計
画
案
・
収
支
予
算

案
の
２
議
案
を
審
議
し
、
原

案
通
り
承
認
し
た
。

　
記
念
講
演
会
で
は
、
野
長

瀬
裕
二
山
形
大
学
大
学
院
理

工
学
研
究
科
教
授
が
「
も
の

づ
く
り
再
生
へ
の
挑
戦
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
し
た

写

真

。
厳
し
い
時
代
を
中
小

企
業
が
生
き
残
る
に
は
「
広

域
的
競
争
力
の
あ
る
得
意
分

野
を
持
つ
こ
と
が
重
要
」

で
、
技
術
力
を

磨
き
蓄
積
す
る

中
・
長
期
的
な

視
点
で
の
経
営

が
重
要
と
述
べ

た
。

　
そ
の
後
の
交

流
会
で
は
、
来

賓
も
交
え
和
や

か
な
雰
囲
気
の

中
、
震
災
か
ら

の
復
興
状
況
な

ど
を
話
題
に
定

刻
ま
で
情
報
交

換
し
た
。

川
名
高
千
穂
大
教
授
が

地
域
を
元
気
に
で
講
演

長
野
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
長
野
産
業
人
ク
ラ
ブ

太

田
哲
郎
会
長

オ
リ
オ
ン
機

械
社
長

は
７
月

日
、
長

野
市
の
ホ
テ
ル
国
際

で
２

０
１
２
年
度
定
時
総
会
を
開

い
た
。
太
田
会
長
は
「
今
年

度
も
活
発
な
活
動
を
通
じ

て
、
会
員
の
業
績
向
上
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
議
案
審
議
で
は

年

度
の
事
業
報
告
と
収
支
決

算
、

年
度
の
事
業
計
画
案

と
収
支
予
算
案
を
い
ず
れ
も

原
案
通
り
承
認
し
た
。
今
年

度
は
他
の
産
業
人
ク
ラ
ブ
と

の
連
携
な
ど
に
力
を
入
れ
る

こ
と
も
確
認
し
た
。

　
総
会
後
は
高
千
穂
大
学
経

営
学
部
の
川
名
和
美
教
授
を

講
師
に
迎
え
、
「
中
小
企
業

と
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く

り
―
登
場
人
物
の
多
様
化
で

地
域
を
元
気
に
す
る
！
」
と

題
し
た
記
念
講
演
会
を
開
い

た

写
真

。
川
名
教
授
の

専
門
は
中
小
企
業
論
や
起
業

論
、
事
業
創
造
論
な
ど
。
自

ら
も
出
資
し
た
広
島
の
学
生

ベ
ン
チ
ャ
ー
の
取
り
組
み
を

動
画
を
使
っ
て
紹
介
し
た
。

そ
の
上
で
川
名
教
授
は
「
人

口
減
少
が
加
速
す
る
中
で
地

域
に
人
を
集
め
る
に
は
、
多

様
な
人
た
ち
が
参
画
す
る
舞

台
づ
く
り
が
必
要
だ
」
と
強

調
し
た
。
特
に
若
者
の
活
躍

の
舞
台
が
地
方
に
少
な
い
点

を
指
摘
。
「
中
小
企
業
や
行

政
だ
け
で
な
く
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や

主
婦
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
、
学
生
が
育
つ
舞
台
づ
く

り
が
重
要
だ
と
説
い
た
。ま

た
理
系
だ
け
で
な
く
、
社
会

学
系
を
含
め
た
文
系
の
大
学

が
地
域
と
の
連
携
を
模
索
し

て
い
る
現
状
も
報
告
し
た
。

　
太
田
会
長
は
「
若
い
人
や

女
性
が
中
心
と
な
り
、
地
域

が
発
展
す
る
き
っ
か
け
が
で

き
る
と
感
じ
た
」
と
川
名
教

授
に
講
演
の
お
礼
を
述
べ

た
。
総
会
後
は
懇
親
会
を
開

き
、
会
員
た
ち
が
グ
ラ
ス
を

手
に
交
流
し
た
。

ゴ
ル
フ
大
会

末
吉
氏
が
優
勝

大
阪
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
大
阪
産
業
人
ク
ラ
ブ

田

中
修
二
ゴ
ル
フ
部
会
長

オ

ー
ジ
ッ
ク
会
長

は
６
月

日
、
兵
庫
県
加
東
市
の
Ａ
Ｂ

Ｃ
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
第

回

ゴ
ル
フ
大
会
を
開
い
た
。
参

加
者
は

人
。
当
日
は
絶
好

の
ゴ
ル
フ
日
和
と
な
り
、
コ

ー
ス
は
プ
ロ
の
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
会
場
だ
け
に
、
ラ
フ
は
深

く
、
グ
リ
ー
ン
が
早
か
っ

た
。
相
当
苦
労
し
た
と
い
っ

た
話
が
会
食
の
時
に
あ
ち
こ

ち
で
聞
か
れ
、
反
省
の
弁
で

盛
り
上
が
っ
た
。

　
コ
ー
ス
を
制
し
優
勝
し
た

の
は
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

大
阪
市
西
区
の
末
吉
晃
一

郎
社
長

写
真
右
。成
績
は

グ
ロ
ス

、ネ
ッ
ト

。「
優

勝
と
い
う
栄
誉
は
河
川
敷
の

ゴ
ル
フ
場
で
楽
し
ん
で
い
た

時
以
来
の

数
年
ぶ
り
。
ゴ

ル
フ
は
楽
し
む
物
と
割
り
切

っ
て
い
ま
し

た
が
、
優
勝

す
る
と
大
変

う
れ
し
い
気

分
に
な
り
ま

す
と
、長
年

続
い
て
い
る

産
業
人
ク
ラ

ブ
ゴ
ル
フ
大

会
で
の
初
優

勝
に
感
激
す

る
喜
び
の
ス

ピ
ー
チ
を
し

た
。


